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一般社団法人日本看護系大学協議会 会員校  

社員（代表者）様 

研究協力のお願い 
文部科学省「平成 24 年度 大学における医療人養成推進等委託事業」 

看護系大学院における教育の基準策定と評価に関する調査研究 

 

仲秋の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

「看護系大学院における教育の基準策定と評価に関する調査研究」への研究協力にご協力いただ

きたく、お願い申し上げる次第です。本研究は、日本看護系大学協議会が文部科学省の「平成 24

年度 大学における医療人養成推進等委託事業」として取り組む調査研究として実施するものです。 

本研究では、博士前期（修士）課程ならびに博士後期（博士）課程の教育の本質を明確にした上で、      

① グローバルスタンダードに合致した看護学の大学院教育の策定、② 看護系大学院教育のコアとなる

本質（標準的なレベル）が的確に行われているかを評価するための客観的な評価システムの構築、を目

的としており、本年度は上記目標① グローバルスタンダードに合致した看護学の大学院教育の策定 に

着手しております。グローバルスタンダードに合致した看護学の大学院教育の策定につきましては、昨

年度の調査で、「博士前期（修士）課程で修得すべき能力」として、10 の能力とその内容を示す 77 項目

を抽出いたしました。つきましては、今年度は、それらの表現や内容の精錬化を図るため、日本看護系

大学協議会の会員校の研究科長様、大学院設置の準備をしておられる学部長様等を対象としたフォーカ

ス・グループインタビューを行い、教育機関に課せられている使命や貢献も明らかにしながら、博士前

期（修士）課程の修了生が持つべき能力の標準的なレベルを検討したいと考え、お願いしている次第で

す。 

フォーカス・グループインタビューは、会員校の地区ブロック（A:北海道、B:東北、C:関東・甲信越、

D：北陸・東海、E：関西（a）、F：関西（b）、G:中国、H：四国・I：九州・沖縄の計 9ブロック）ごと

に実施させていただきます。各地区ブロックにおけるフォーカス・グループインタビューは下記のとお

りです。 

【北海道・東北】ブロック 

 ①11 月 16 日（金）15：30～17：30  青森県立保健大学 

【北陸・東海】ブロック 

 ①11 月 9 日（金）13：30～15：30   愛知県立大学名古屋駅前サテライトキャンパス 

【関東・甲信越】ブロック 

①11 月 1 日（木）13：00～15：00  八重洲倶楽部（東京駅八重洲地下街） 

http://www.yaechika.com/access.html 
【関西(a)：兵庫県中心】ブロック 

 ①11 月 9 日（金）13：30～15：30   兵庫県立大学明石キャンパス 

【関西(b)：大阪中心】ブロック 

 ①10 月 30 日（火）15:00～17:00   大阪府立大学中之島サテライト 2階講義室 

http://www.osakafu-u.ac.jp/contribution/lifelong/extension/place/satellite.html 
【四国】ブロック 

 ①10 月 31 日（水）13:30～15：30   高知県立大学 

【中国・九州（沖縄含む）】ブロック 

①11 月 5 日（月）13：30～15：30 広島大学医学部保健学科（霞キャンパス：広島市南区霞 1-2-3） 

http://home.hiroshima-u.ac.jp/hsc/access.html 

②11 月 9 日（金）13：30～15：30 広島大学医学部保健学科（霞キャンパス：同上） 
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なお、地区ブロックに関係なく、都合の合う日程で参加する場所を決めていただくことも可能です。

別紙にフォーカス・グループインタビューの参加に関する返信用フォームを付けておりますので、参加

協力いただける場合は、必要事項をご記入の上、10 月 19 日（金）までにメール添付にて返信いただき

ますようお願い致します。 

（返信用メールアドレス：office@janpu.or.jp （日本看護系大学協議会 事務局：潮 洋子 ） 

 

フォーカス・グループインタビューは、1回・約 2時間程度の実施予定にしており、その内容を録音

させていただきたいと存じますので、ご了解のほどよろしくお願い致します。また、今回のフォーカス・

グループインタビューは、昨年度に配布致しました「平成 23 年度 文部科学省 大学における医療人養

成推進等委託事業 看護系大学院における教育の基準策定と評価に関する調査研究報告書」p5～p7 に関

連して実施させていただきます。お手元にあられましたら、あらかじめお目通しいただきますと幸いに

存じます。 

本研究で得られた結果は、報告書としてまとめるほか、関連学会での発表を予定しております。結果

の公開にあたり、貴大学が特定されることはございませんが、報告書に協力校として記載させていただ

きたく存じます。もちろん、掲載を拒否されることも可能です。 

お忙しいところ誠に恐縮でございますが、研究協力を賜れますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、研究に関するご質問や内容の開示は、下記連絡先にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

■ 研究代表者：片田範子（兵庫県立大学 教授） 

＜問い合わせ先＞〒673-8588 兵庫県明石市北王子町 13-71 兵庫県立大学明石キャンパス 

       TEL：078-925-9400   e-mail：n_katada@cnas.u-hyogo.ac.jp 

 

■共同研究者：野嶋佐由美（高知県立大学・教授）、正木治恵（千葉大学・教授）、 

        雄西智恵美（徳島大学・教授）、菱沼典子（聖路加看護大学・教授）、 

太田喜久子（慶應義塾大学・教授）、横尾京子（広島大学・教授）、 

        高見沢恵美子（大阪府立大学・教授）、工藤美子（兵庫県立大学・教授）、 

        森本美智子（兵庫県立大学・教授）、田井雅子（高知県立大学・准教授）、 

        森菊子（兵庫県立大学・准教授）、高見美保（兵庫県立大学・准教授） 


